
連
載
第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

大
阪
市
中
央
区
に
本
社
を
置

く
電
設
工
具
メ
ー
カ
ー
「
株
式
会
社

マ
ー
ベ
ル
」
様
で
す
。

　
代
表
取
締
役
社
長
の
髙
橋
貴
和
氏
、

管
理
本
部 

本
部
長
の
小
池
祐
司
氏
、

開
発
本
部 

開
発
グ
ル
ー
プ 

グ
ル
ー

プ
長
の
笹
嶋
博
隆
氏
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

メーカーリレー訪問 Vol.2

株式会社マーベル

株式会社マーベル  概要

本社所在地 ： 大阪市中央区上町 1 丁目 26 番 7 号
創　　　業 ：1943（昭和 18) 年   8  月 15 日
設　　　立 ：1950（昭和 25) 年 12 月 19 日
事 業 内 容： 電設工具、機械工具、金属製品等
 の国内卸販売、輸出、開発輸入
主な事業所 ： 東京本部（東京・名古屋・三条・浜松）
 営業本部（関西・神戸・高松・広島・
  福岡・ホームセンター・
  海外）
 管理本部
 戦略本部
 開発本部
 物流計画本部
HP：http://www.marvelcorp.co.jp

ヒットブランド
の源泉

東大阪社屋／外観
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編
集
部
　
ま
ず
は
貴
社
の
沿
革
を
簡

単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
池
　
当
社
は
１
９
４
３
（
昭
和

18
）
年
、
創
業
者
で
あ
る
髙
橋

貴
が
起
こ
し
た
機
械
工
具
問
屋
、

髙
橋
貴
商
店
に
端
を
発
す
る
電

設
工
具
メ
ー
カ
ー
で
す
。
そ
の

後
、
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年

に
髙
橋
工
具
株
式
会
社
を
設
立

し
、
法
人
化
。
１
９
６
2
（
昭

和
37
）
年
に
は
、
工
具
の
み
な

ら
ず
広
く
役
立
つ
製
品
を
開

発
・
販
売
し
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
か
ら
、
髙
橋
興
産
株
式
会

社
に
社
名
変
更
。
１
９
９
０

（
平
成
２
）
年
に
再
び
社
名
を

株
式
会
社
マ
ー
ベ
ル
に
変
更
し
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
１
９
６
７
（
昭
和
42
）

年
に
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
ミ

ノ
ル
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し

て
い
ま
す
。
当
社
は
販
売
部
門
、

ミ
ノ
ル
工
業
は
製
造
部
門
を
担

い
、
マ
ー
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し

て
製
販
一
体
の
研
究
開
発
の
も

と
、
現
在
は
電
設
工
具
や
機
械

工
具
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
製

品
を
開
発
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

他
社
製
品
を
取
り
扱
う
商
社
機

能
も
備
え
て
い
ま
す
。

編
集
部
　
製
品
の
変
遷
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

髙
橋
　
当
社
は
設
立
間
も
な
い
頃
か

ら
協
力
工
場
を
持
ち
、
自
社
製

品
の
開
発
に
努
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
１
９
５
５
（
昭
和
30
）

年
に
「
サ
ン
ク
ラ
ウ
ン 

ハ
イ
パ

ワ
ー
マ
グ
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
製

品
を
開
発
し
ま
す
。
当
時
と
し

て
は
画
期
的
な
、
強
力
磁
力
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
で
す
。
こ
れ
が
爆

発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
、
今
日
の
基

礎
を
築
く
製
品
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

そ
の
３
年
後
、
現
在
の
当
社

ヒットブランド
の源泉 Vol.2

広島支店に大切に保管されていた「髙橋興産」時代の看板を手にする髙橋貴和社長と
小池祐司本部長（左）、笹嶋博隆グループ長（右）。看板の文字は創業者の筆による 「

電
設
工
具
と
い
え
ば

マ
ー
ベ
ル
」の
始
ま
り
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の
中
核
製
品
で
あ
る
「
ハ
ン
ド

プ
レ
ス
」
（
手
動
式
圧
着
工

具
）
を
開
発
し
ま
す
。
電
線
を

圧
着
端
子
で
接
続
す
る
た
め

の
、
い
わ
ゆ
る
圧
着
ペ
ン
チ
で

す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
国
産
第

１
号
で
、
ハ
ン
ド
プ
レ
ス
と
い

う
名
称
も
創
業
者
が
付
け
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
後
に
社
名
と

な
る
「
マ
ー
ベ
ル
」
の
ブ
ラ
ン

ド
名
で
販
売
し
ま
し
た
。
し
か

し
当
時
は
電
気
工
事
専
用
の
工

具
、
つ
ま
り
“
電
設
工
具
”
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
確
立
し
て

お
ら
ず
、
し
か
も
、
少
し
前
ま

で
屋
内
配
線
は
電
線
同
士
を
ハ

ン
ダ
付
け
し
て
い
た
時
代
。
そ

の
頃
の
社
員
た
ち
は
営
業
活
動

に
か
な
り
苦
労
し
た
よ
う
で
す

が
、
地
道
な
P
R
活
動
で
少
し

ず
つ
販
路
を
開
拓
し
て
い
き
ま

し
た
。

笹
嶋　
そ
の
他
に
も
、
ケ
ー
ブ
ル

カ
ッ
タ
ー
や
ス
タ
ー
プ
ラ
グ
、

イ
ン
チ
ワ
イ
ド
メ
ジ
ャ
ー
、
イ

エ
ロ
ー
ラ
イ
ン
・
ジ
ェ
ッ
ト
ラ

イ
ン
、
二
段
式
工
具
箱
に
至
る

ま
で
、
電
気
工
事
専
用
の
さ
ま

ざ
ま
な
製
品
を
開
発
・
販
売
し

て
き
た
こ
と
が
、
電
設
工
具
と

い
う
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
生

み
出
す
大
き
な
要
因
に
な
っ
た

と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

製
品
開
発
と
と
も
に
販
路
の
開

拓
に
も
注
力
し
、
マ
ー
ベ
ル
ブ

ラ
ン
ド
は
全
国
的
に
認
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海

外
に
も
販
売
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　

お
か
げ
さ
ま
で
今
で
は
、
「
電

設
工
具
と
い
え
ば
マ
ー
ベ
ル
」

と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。

見
え
な
い
部
分
に
も
こ
だ

わ
り
が
光
る
、手
動
式
圧
着

工
具「
ハ
ン
ド
プ
レ
ス
」

　
編
集
部　
多
く
の
電
気
工
事
業
者
様

が
使
っ
て
い
る
マ
ー
ベ
ル
の
ハ

ン
ド
プ
レ
ス
で
す
が
、
そ
の
特

長
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
池　
圧
着
工
具
は
安
全
・
安
心

が
第
一
で
す
。
作
業
中
は
も
ち

ろ
ん
作
業
終
了
後
も
、
圧
着
し

た
配
線
に
不
具
合
な
ど
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
電
気
工
事

士
の
方
々
が
信
頼
で
き
る
工
具

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

マ
ー
ベ
ル
の
ハ
ン
ド
プ
レ
ス
は

電
気
抵
抗
、
塩
水
噴
霧
、
引
張

荷
重
、
振
動
疲
労
、
温
度
上
昇
、

ヒ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
安
全

テ
ス
ト
に
加
え
、
J
I
S
規
格

の
連
続
試
験
回
数
３
万
回
を
超

え
る
３
万
５
０
０
０
回
の
耐
久

テ
ス
ト
に
合
格
し
た
製
品
で
す
。

髙
橋　
一
見
、
ど
れ
も
同
じ
に
見

え
る
手
動
式
圧
着
工
具
で
す
が
、

マ
ー
ベ
ル
の
ハ
ン
ド
プ
レ
ス
に

は
、
当
社
の
モ
ノ
づ
く
り
に
対

す
る
こ
だ
わ
り
が
随
所
に
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
ず
、
圧
着
端
子
の
仮
押
さ

え
が
で
き
る
特
殊
な
構
造
で

す
。
電
線
を
通
す
端
子
を
刃
先

で
挟
む
際
に
カ
チ
ッ
と
ワ
ン
ギ

ア
が
入
り
、
端
子
が
抜
け
落
ち

ず
、
ひ
し
ゃ
げ
ず
、
絶
妙
な
具

合
で
端
子
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
操
作
性
と
作

業
効
率
に
優
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
確
実
に
圧
着
で
き
る
力

が
加
え
ら
れ
る
ま
で
は
、
圧
力

規
制
装
置
が
解
除
さ
れ
な
い
成

形
確
認
機
構
を
内
蔵
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
見
え
な
い
刃
の
部

分
に
も
磨
き
を
か
け
て
い
る
た

1955（昭和 30）年に発売し、爆発的なヒット
となった「サンクラウン ハイパワーマグネット」

社のロビーに掲げられた第 1 号のハンドプレス
（手動式圧着工具）の写真
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め
、
圧
着
の
刻
印
が
く
っ
き
り

と
き
れ
い
に
現
れ
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
全
製
品
に
ロ
ス
ト
ワ
ッ

ク
ス
（
精
密
鋳
造
）
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

笹
嶋　
発
売
以
来
、
よ
り
高
品
質
、

よ
り
高
性
能
を
目
指
し
て
、
何

度
も
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
小
型
化
・
軽
量
化

は
も
と
よ
り
、
サ
イ
ズ
の
異
な

る
４
つ
の
端
子
が
圧
着
で
き
る

刃
先
、
J
I
S
規
格
で
は
な
い

３.５
㎟
の
端
子
を
圧
着
で
き
る
タ

イ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
良

を
重
ね
、
今
で
は
用
途
に
合
わ

せ
た
豊
富
な
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
誇
り
ま
す
。

社
員
の
８
割
が

第
二
種
電
工
資
格
を
取
得

編
集
部　
ニ
ー
ズ
を
つ
か
ん
で
製

品
づ
く
り
に
生
か
す
。
言
う
は

易
し
で
す
が
、
そ
の
秘
け
つ
は
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

小
池　
当
社
の
社
員
の
約
８
割
が
、

第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格
を

取
得
し
て
い
ま
す
。

　
　

当
社
の
製
品
の
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
は
主
に
電
気
工
事
設
備
業

者
の
皆
様
で
あ
り
、
製
品
を
お

使
い
い
た
だ
く
場
所
は
工
事
現

場
で
す
。
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
つ

か
み
、
製
品
の
研
究
開
発
に
生

か
す
た
め
に
は
、
机
上
の
空
論

で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち

が
リ
ア
ル
な
現
場
を
体
験
す
る

こ
と
は
無
理
だ
と
し
て
も
、
少

し
で
も
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
の
視

点
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、
少
し

で
も
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
の
気
持

ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
全
社
を
挙
げ
て
資
格

取
得
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

そ
の
よ
う
な
私
た
ち
の
思
い
が
、

皆
様
に
通
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

５
万
５
０
０
０
人
の

会
員
サ
イ
ト

編
集
部　
早
い
時
期
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
会
員
サ
イ
ト
も
開
設

さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

髙
橋　
「
道
楽
会
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
場
の
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
電
気
工
事
士
の

皆
様
か
ら
貴
重
な
生
の
声
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
１
９

９
８
（
平
成
10
）
年
に
立
ち
上

げ
た
会
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で

現
在
、
会
員
数
は
５
万
５
０
０

０
人
を
超
え
ま
し
た
。
マ
ー
ベ

ル
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
よ
う

な
組
織
に
な
れ
ば
と
の
願
い

を
込
め
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

「
こ
の
場
合
の
工
法
を
教
え
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
会
員
様
か

ら
の
ご
質
問
に
対
し
て
、
「
そ

の
場
合
は
こ
う
す
れ
ば
良
い
で

す
よ
」
と
別
の
会
員
様
が
答

え
て
く
だ
さ
る
と
い
う
よ
う
な
、

会
員
様
同
士
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

道
楽
会
と
は
、
も
ち
ろ
ん
「
道

具
を
楽
し
む
」
と
い
う
意
味
を

込
め
た
名
称
で
す
。

え
え
も
ん
つ
く
っ
て
、

よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
う
ん
や

編
集
部　
最
後
に
、
本
誌
読
者
の
電

材
卸
業
の
方
々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

「ハンドプレスだけは、どこにも負けない」
と髙橋貴和社長

ハンドプレスの横にあるのが圧着端子（上）と電線（下）
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を
お
願
い
し
ま
す
。

髙
橋　
今
後
も
、
よ
り
良
い
製
品

の
企
画
開
発
は
も
と
よ
り
、
製

品
説
明
会
や
展
示
会
、
工
場
見

学
会
、
そ
し
て
日
頃
の
営
業
活

動
を
通
じ
た
き
め
細
や
か
な
ご

提
案
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

ユ
ー
ザ
ー
様
、
販
売
店
様
の
ご

活
動
に
、
利
益
創
造
に
微
力
な

が
ら
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

「
え
え
も
ん
つ
く
っ
て
、
よ
ろ

こ
ん
で
も
ら
う
ん
や
」
が
創
業

者
の
モ
ッ
ト
ー
。
そ
の
思
い
は
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

創業者の言葉

株式会社マーベルの会員サイト

入会費
年会費
無料！

　道具を楽しむ会――その名も「道楽会」は、株式会社マーベルの会員サイト。
問屋から出発した同社が、メーカーとしての企画開発力を強化し、ブランド力を
高めていこうという目的のもと、1998（平成 10）年に開設されました。
　マーベル製品のメインユーザーである電気工事士の方々の貴重なご意見、現
場の生の声を聞かせていただこうと立ち上げたオリジナルサイトですが、今で
は会員同士の交流の場ともなっており、会員数は５万 5000 人以上。
　この日常的なダイレクトマーケティングがマーベルのモノづくりに生かさ
れていることはもちろん、会員との共同プロジェクトなども企画中です。
　皆さん、ぜひ一度、サイトをのぞいてみてください。

プロの知恵袋
電気工事士の皆さんが現場で

いろいろと工夫されている「知恵」を
投稿するコーナー。

「みんなのおすすめ TIPS」や
「お悩み相談」などもあります。

製品一覧

❶ 「道楽会だより」のバックナンバーが読み放題！　❷ 新製品のモニター体験ができる！　
❸ 新製品の情報をお届け！　❹ お気に入りリストをスマホでチェックできる！　
❺ 購入した製品を登録していつでも見返せる！　さらに、会員様限定の企画を随時開催！

カテゴリー別に製品が
ズラリ勢ぞろい。

もちろん
購入することもできます。

WEBカタログ
マーベルの製品を網羅した
WEB 上のカタログです。

ここから冊子のカタログを
請求することもできます。

主なコーナー

会員特典

会員募集中！

http://www.dourakukai.com
道楽会.comのホームページがスマホ対応に！
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人
間
工
学
を
駆
使
し
た

驚
異
の
切
れ
味

　
　

ケ
ー
ブ
ル
カ
ッ
タ
ー
は
、
そ

の
名
の
通
り
、
ケ
ー
ブ
ル

を
カ
ッ
ト
す
る
工
具
で
す
。

M
E-

38
S
は
38
㎟
の
ケ
ー
ブ
ル

を
、
M
E-

60
S
は
60
㎟
の
ケ
ー

ブ
ル
を
切
断
す
る
能
力
が
あ
り

ま
す
。

　
　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
普
通

の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ッ
タ
ー
で
す
が
、

マ
ー
ベ
ル
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ッ

タ
ー
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
そ

の
驚
異
的
な
切
れ
味
。
特
許
を

取
得
し
た
特
殊
構
造
と
鍛
え
抜

か
れ
た
刃
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
ド

ル
荷
重
を
40
％
も
軽
減
し
ま
し

た
（
M
E-

60
S
／
マ
ー
ベ
ル
製

品
比
）
。

切
断
面
を
ほ
と
ん
ど
変
形

さ
せ
な
い
、
精
密
鍛
造
の

特
殊
鋼
を
採
用

　
　

60
㎟
の
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
す

る
に
は
、
手
慣
れ
た
電
気
工
事

士
で
も
少
々
力
が
必
要
で
す

が
、
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ッ
タ
ー

M
E

-

60
S
な
ら
、
こ
れ
ま
で

の
力
の
60
％
程
度
の
力
で
切
断

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

秘
密
は
、
人
間
工
学
を
駆
使

し
、
テ
コ
の
原
理
を
応
用
し
た

特
殊
な
構
造
と
、
刃
物
用
炭

素
工
具
鋼
を
精
密
鍛
造
し
、
最

適
硬
度
に
熱
処
理
し
た
刃
に

あ
る
の
だ
そ
う
。
M
E-

38
S
、

M
E-

60
S
と
も
に
、
ケ
ー
ブ
ル

の
切
断
面
を
変
形
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
き
れ
い
に
切
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
M
E-

38
S
は
特
に
小

型
軽
量
化
を
追
求
。
手
の
ひ
ら

サ
イ
ズ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ッ
タ
ー

が
38
㎟
の
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
し

ま
す
。

ケーブルカッター
ME-38S／
ME-60S

イチ推し
ご紹介
I C H I O S H I
！マーベルの

（ME-60S：マーベル製品比）

ケーブルカッターを
説明してくださる開発本部 
開発グループの笹嶋博隆グループ長

▲左からケーブルカッター ME-38S と ME-60S。
　次の３つが小型軽量タイプのケーブルカッター

38㎟を楽に切断
ハンドル荷重 35％軽減

驚異の切れ味！

人間工学を駆使
ハンドル荷重を
40％軽減！

特許取得
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スネークライン S 
MW-340S
通線収納ケース  
MWC-30

スムーズな通線・
入線作業を実現する
究極のラインと収納ケース

狭
い
配
管
な
ど
に

威
力
を
発
揮
す
る
、

究
極
の
〟よ
び
線〝

　
　

ス
ネ
ー
ク
ラ
イ
ン
は
通
線
・
入

線
工
具
で
す
。
建
物
な
ど
の
配

管
に
電
線
を
通
す
際
の
＂よ
び
線＂

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
単
な
る

ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
れ
っ
き
と

し
た
工
具
の
一
種
。
そ
の
考
え

抜
か
れ
た
形
状
と
構
造
で
、
狭

い
管
や
屈
曲
が
大
き
い
管
、
ま

た
追
加
入
線
な
ど
に
威
力
を
発

揮
し
ま
す
。

　
　

グ
リ
ー
ン
の
ラ
イ
ン
が
Φ
３
mm

で
10
m
、
オ
レ
ン
ジ
の
ラ
イ
ン

が
Φ
４
．５
mm
で
30
m
。
細
い
グ

リ
ー
ン
の
ラ
イ
ン
を
先
に
配
管

へ
通
し
、
太
い
オ
レ
ン
ジ
の
ラ

イ
ン
で
さ
ら
に
押
し
込
む
と
い

う
構
造
で
す
。
そ
し
て
、
摩
擦

抵
抗
を
最
小
限
に
抑
え
る
三
角

断
面
の
形
状
。
キ
ズ
や
衝
撃
に

強
く
、
耐
久
性
に
優
れ
、
剛
性

と
し
な
や
か
さ
を
兼
ね
備
え
て

ス
ム
ー
ズ
な
通
線
を
実
現
し
ま

し
た
。
ま
た
、
暗
い
場
所
で
も

識
別
し
や
す
い
蛍
光
カ
ラ
ー
で

す
。

保
管
に
、
持
ち
運
び
に
、

便
利
に
使
え
る

シ
ン
プ
ル
な
ケ
ー
ス

　
　

通
線
収
納
ケ
ー
ス
は
、
そ
の
名

の
通
り
、
ス
ネ
ー
ク
ラ
イ
ン
を

収
納
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。
保
管

や
持
ち
運
び
に
便
利
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
肩
に
か
け
た

ま
ま
ラ
イ
ン
を
引
き
出
す
こ
と

も
で
き
、
配
線
作
業
を
効
率
良

く
便
利
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

肩
に
か
け
た
ま
ま
ス
ム
ー
ズ
に

ラ
イ
ン
を
引
き
出
せ
る

各種ラインを説明してくださる髙橋貴和社長（左）、管理本部の小池祐司本部長（中央）、開発本部 開発グループの笹嶋博隆グループ長（右）
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